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A．研究目的
本研究班においてはHIV感染者及びAIDS患者に

対する診療を維持・発展させることを目的として、
協働シンポジウムや各ブロックの連絡会議・研修等
を通じて異なる医療職種の間の連携を図り、エイズ
診療体制の整備・連携推進を行い、次世代の育成、
診療体制の恒久化に努める。

B．研究方法
各ブロックの拠点病院や中核拠点病院、関連医療

機関との連携強化を促進する目的で、連絡会議や研
修会、アンケート調査を実施した。診療情報収集は
従来の調査票方式を廃し、G-MISを用いて「拠点病
院診療案内」を作成・改訂、同ホームページもアッ
プデートをして公開した。また、HIV感染の早期
発見や受け入れ体制拡充のため出張研修を継続し、
行政と協力して透析・歯科・福祉分野を含む診療ネッ
トワークの拡大を進めた。
<倫理面への配慮>

本研究班の研究活動では、患者個人のプライバ
シーの保護・人権擁護は最優先される。本研究班に
おける臨床研究に、ヒトゲノム・遺伝子解析研究に
関する倫理審査、人を対象とする医学系研究に関す
る倫理審査が必要である場合、当該施設において適
宜これを受けて実施する。患者の同意については、

文書同意や拒否機会を設け患者の自己決定権を尊重
する。情報公開など、研究の手法により適切な方法
を用いる。症例報告や事例検討においては、個人を
特定できないようにする。

C．研究結果
各ブロックにおいて医療機関の連携を図るため、

中核拠点病院・拠点病院と行政機関を対象とした連
絡会議が開催された。研修等に関しては、拠点病院
を対象とした複数回の研修会、出張研修等が開催さ
れた。ほとんどのブロックで対面とwebを併用し
たハイブリッド形式で行われていた。

北海道ブロックでは拠点病院を対象として研修会
や出張研修を複数回行った。東北ブロックではハイ
ブリッド研修会やオンライン会議に加え、歯科紹介
の調整を行い、医科は紹介業者を利用してHIV陽
性者の紹介を行った。北関東甲信越ブロックではア
ンケート調査の実施、北関東甲信越HIV感染者包
括支援連携の枠組みで個々の症例ごとに病態の把
握を図った。首都圏ブロックでは中核拠点病院多
職種・行政連絡会議を開催、e-learning の実施、高
齢化に伴う介護・看取りについて千葉県での取り
組みを共有し課題の共有を行い、世代医師育成の
ためのACC実地研修に若手医師を受け入れた。北
陸ブロックでは北陸HIV臨床談話会や職種別HIV/

我が国におけるHIV/AIDS診療体制の維持・発展を目的に、各ブロックで連携強化に

向けた連絡会議を実施し、次世代育成と診療体制の恒久化を図るための研修を継続し

て行った。AIDS患者の高齢化に伴い長期療養時代を迎え、従来の職域を超えた協働が

求められることから、看護職・臨床心理士・ソーシャルワーカーなど多職種連携をテー

マとした研修も充実させた。一方で、自立支援医療の適応施設拡大の難しさや長期療

養施設の確保、スタッフ不足など地域ごとの課題も明らかになっている。新規診断例

が速やかに専門医療へつながるよう、G-MISを用いて拠点病院の診療情報を収集し、

「拠点病院診療案内」を更新・公開した。さらに、透析医療の提供促進に向けて日本透

析医会と共同でガイドラインを改訂し、歯科医療ではガイドブックの増刷や提供体制

の調査を行い、ネットワークの拡充を図った。保険薬局薬剤師を含むHIV感染症薬物

療法認定薬剤師の取得促進等を通じてHIV医療における薬剤師についても研究班会議

を通じて知識の均てん化や服薬支援の強化を確認し、認定薬剤師取得の促進に取り組

んだ。これらの取り組みは、血友病薬害被害者への救済医療を支える基盤としても重

要な役割を担っている。

研究要旨
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AIDS 連絡・研修会を開催、専門外来研修や出前研
修などの各種研修を行った。医療従事者同士の情報
交換を目的に、通院中のHIV陽性者の状況につい
てのアンケート調査、各種研修、卓上カレンダーを
用いた情報提供を行った。東海ブロックでは多職種
合同HIV研修会を対面で関係構築を行った。他院
の医師が研修を行った。近畿ブロックでは患者向け
パンフレットを改訂し、支援団体の情報を改めた。
医師実地研修は外来診療に重点を置き研修を行い緩
和ケア病棟での受入れについてWEB調査を実施し
た。中四国ブロックでは、職種別研修会を開催し
た。介護・福祉施設への受け入れ促進のためのビデ
オ動画を作成、県内の全施設に配付を行った。県と
協力して年1回施設向けの講演会を中四国9県で行
うこととした。診療体制の恒久化として,広島県エ
イズ対策推進指針作成に協力し、県内における検査
の普及・早期診断のための施策を行った。連絡協議
会で情報共有を図った。薬害被害者の救済として、
前年に引き続き薬害被害者宅への訪問や、入院によ
る健診を行った。九州ブロックでは、研修会、診
療ネットワーク会議、シンポジウム、看護研修会・
ソーシャルワーク研修会、カウンセラー連絡会議を
開催した。次世代育成のため、各職種対象のHIV/
AIDS基礎研修および、実地応用研修を看護師向け
で行った。地域連携のため職員を対象とした研修・
セミナーを行った。またHIV診断啓発のための資
材改訂を行った。各地域の課題の把握のため鹿児島
県内の拠点病院・協力病院を訪問した。看護支援体
制調査ではHIVコーディネーターナースの役割の
明確化と看護体制整備のため、薬害原告と会議し、
調査票を作成した。

全国エイズ治療拠点病院367施設（ACC除く）の
看護管理者、HIV担当看護師、HIV診療医師に看
護体制調査を実施した。看護師対象の「成果発表シ
ンポジウムin関東甲信越」を開催、「全国のHIV診
療に携わる看護職と心理職の相互交流セミナー」と、

「HIV感染症患者の療養支援に関するNsとMSWの
協同シンポジウム」を行い、心理職とMSWの協働
シンポジウム「エイズ治療中核拠点病院における先
駆的連携活動の実際」も行った。各ブロックにおけ
るアンケート等でも課題とし指摘されているHIV
感染者に対する透析医療の促進のため、日本透析
医会と共同でガイドラインを改訂した。HIV感染
症に関わる薬剤師の連携では、研究班会議をハイ
ブリッド環境下で実施し、保険薬局薬剤師を含む
HIV感染症薬物療法認定薬剤師の取得促進等を通

じてHIV医療における薬剤師の均てん化に努める
こと、薬剤師間の連携ならびに服薬支援を強化すべ
く務めることになった。歯科診療では、HIV感染
者に対する歯科診療の促進活動報告会を開催した。
HIV陽性者の歯科医療体制の改善が遅延している
地域に対して、オンラインでの会議により対応を促
した。その結果、全国的に歯科医療ネットワーク構
築等がなされた都道府県を増やすことができた。ま
た啓発活動に用いる冊子を増刷し、歯科診療におけ
る具体的標準予防策の啓発ツール（動画等）制作に
着手した。都道府県歯科医師会対象に HIV 陽性者
に対する歯科診療の提供体制について調査し取り纏
めた。

D．考察
HIV/AIDS診療における以前からの問題として、

診療拒否や利用制限は依然として存在し、拠点病院
だけでなく潜在的受け入れ施設への出張研修も重要
である。管理者と現場責任者が連携し、拒否問題に
組織的に対応する体制づくりが求められる。担当ス
タッフの不足や育成については、若手医師や新任ス
タッフに学会参加や院外研修の機会を提供し、継続
的に支援する必要がある。患者の高齢化に伴い大都
市圏から地域への逆紹介が増えており、多職種・地
域連携の強化が不可欠であるが、拠点病院の空白地
域や自立支援医療の複数登録の困難さが障壁となっ
ている。HIV感染者受け入れ促進には正しい知識
の普及が効果的であり、新規患者減少の中で研修会
を通じた医療従事者の理解促進がより重要となる。
オンライン研修は利便性が高い一方で双方向性に乏
しく、可能な限り対面を重視すべきであるため、対
面の活用も増加している。紹介が進まない場合には
人的ネットワークを活用し、直接訪問して関係構築
を図る取り組みも必要である。患者の高齢化が進む
中、ブロック内での情報共有や相談しやすい環境づ
くりも求められる。職種連携を目的としたシンポジ
ウムや交流セミナーは、課題解決策の習得に一定の
効果があり、支援体制の強化やタスクシフトにも寄
与すると期待される。薬剤師については、認定薬剤
師の均てん化や教育体制、連携環境の整備が課題で
ある。各ブロックから、高齢患者の長期療養・介護
施設での受け入れ困難例や、他科入院時の告知・薬
剤管理の問題が報告されている。地域完結型医療の
実現には、他領域とのネットワーク構築やHIV診
療医の偏在解消が急務である。対面研修の再開は地
域全体で診療を支える関係づくりに寄与し、次世代
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育成にもつながっている。介護・福祉施設の受け入
れは依然不十分で、緩和ケア病棟でも受け入れ困難
が示されており、継続的な情報発信と理解が必要で
ある。患者向け資材は多職種研修でも活用され、啓
発と体制整備には研修と資材開発の継続が重要であ
る。コーディネーターナースは役割が十分認識され
ず、院外調整を担う体制が整っていない点が課題で
ある。多職種協働を促す研修は、生活支援や地域基
盤づくりに向けた実践につながる効果が示されてお
り、今後の発展が期待される。

E．結論
HIV/AIDS医療体制整備のために、Webやハイ

ブリッドによる研修会や行政との連携を通じて、
HIV感染症の診療水準の向上に一定の成果が得ら
れたと考えられる。連携を強化しながら診療体制を
堅持し、引き続きHIV診療における地域連携を担
う人材の育成を行っていく必要がある。

F．健康危険情報
なし
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